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目覚時計の天府寸法に関する考察

　古　川　　浩・柳島鉦仁夫

　　日差・日鰭の康因となeva多く姻子盟慶効

果を除くと・V・rt・stStoて迎ケー陵条件に左

右S　iLる衡・且つ同醸の量であって，時計雌転

中粕然補正を行いこ樺の諸駆による効果短

に打消す結＊・一つ一咽子が鍍にte・よ附脚

融立に取咄すこと縦来非常にむずD・しい輔

であaSt＄nてek・eSXはtgrcひげ全舞の非直

線・甑榊競などについて報告したがこ博は

　ウオッラ’と違って温度による影響を最小隈にするよ

うに考maEnていない目覚では，その｛・朧を左右ナ

る大eな原因とはな婿ない。亭実日覚にあっても

補嵌府や澱螺砂い全翻料を使用すれば，

はる旅精度餉上することは明力・であるが，生産

価格の問題でそのような対策備し得幽・実状にあ

る。そこで今回はコストを上げずに少しで菟性能が

叙なるこ捷希望し・天府輪の寸法のalmlcxる

歩度変化の状reeasべて見た。

　図のように1（外径251内径18．5厚さL5）n

（外径220内径17・・’厚さ1）lll（外径21．・内径

16・4厚さ1・5）一単伽・ずれもmm＿なる三

鋤天腕そnぞ揖9獄作し，あらカ、じめ砒
てらnてある約3000の時計のうS．h・ち。t　rand。m

に3°喉蝋って・擁励働1ケ肋歩贈
性と樋よ塔止までの矯振幅一いわゆる・。．

り”『の変動状齢観察したと・ろ1と・II胴

翫nは前＝it・’・lt－・て鯛上も頻の変動砂

　　　　　　　いことが明かとなったoこれは憤性

　　　　　　　能率の増大によって“ふV”が良く

　　　　　　　なる好轄果と質量増加に起因した抵

抗，特に天莫と柄の摩擦増大による悪影響が相殺さ

終ために・皿と慣性牌がほ嚇しく質量刎、

さいHだけがこのような好結果を示したものと思

われる。

　ヌ絶えずSchwankungを行いつ工変化する“ふ

り”の大きさも①姶動より24時間以内に振りがよ

v且つ一定のものが最上，②卿妙くとも変動の

少いものが第二・③一番悪いのは振りが少さく且つ

絶えず振幅が変動するものでIIIはぼとんど①に属

しIbeよびnは主として②，③に属することも明

かとなった。従って脱の天府は・p…のMす限

り径を大きく，WEightを少くするのが良いという

結謙なろ・もっとも径猷きくな掴よw・ight　1

厭し・厚さはそ確駅できないからこftにもお
゜）’

ｸから臓はあるが，従来のものに比べてなるべ

く径を大きく厚さを少くして，これに適合ナるよう

なひ鹿選べ鵬度は齪嵯こそあれ，いず纏
向上し・材料節細削・にtsいても好都合である。

詳細槌って別蜘・儲する。（1952・10・12）
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